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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本鉄道

車輌工業会(JARI)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきと

の申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS E 6401:1999 は改正され，この規格に置き換えられる。 

今回の改正は，日本工業規格を国際規格に整合させるため，IEC 60322:2001，Railway applications－Electric 

equipment for rolling stock－Rules for power resistors of open construction を基礎として用いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。国土交通大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS E 6401 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（規定）二重絶縁抵抗器の配列例 

附属書 1（参考）JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 E 6401：2004 
 

鉄道車両用抵抗器 
Power resistors for rolling stock 

 
序文 この規格は，IEC 60322:2001，Railway applications－Electric equipment for rolling stock－Rules for power 

resistors of open construction を元に，対応する部分（定義，製品情報及び通常の使用条件）については対応

国際規格を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，対応国際規格には規

定されていない規定項目を日本工業規格として追加している。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，原国際規格にない事項である。変更の一覧

表をその説明を付けて，附属書 1（参考）に示す。また，試験方法のうち，耐振動試験及び耐衝撃性試験

並びに耐電圧試験については，種別 1 に対応国際規格 IEC 60322 を，種別 2 に従来の日本工業規格を合わ

せて規定した。今後，この規格を適用する場合は，種別 1 を用いるのが望ましい。 

 

1. 適用範囲及び目的 この規格は，鉄道車両の主回路及び高圧補助回路に使用するすべての電力形抵抗

器（例えば，ブレーキ用，暖房用，スナバ及びフィルタ用）について規定する。また，使用されている車

両の回路及び車種に関係なく，適用する。 

これらの抵抗器は，一般的に開放構造で，汚染（じんあいなど）の多い環境で使用される。抵抗素子は

グリッド，板，帯，リボン又は線形で構成する。 

備考 これらの規格の一部は，受渡当事者間が合意すれば，鉱山用機関車，トロリーバスなど，他の

種類の車両に搭載した電気品に適用してもよい。 
この規格では，次の事項を規定している。 

－ 抵抗器の特性 

－ 電力形抵抗器に要求される使用条件 

－ 上記の条件を満たしていることを確認するための試験及び採用した試験方法 

－ 抵抗器に表記又は示すべき事項 

この規格には，IEC 60077-1 及び JIS E 5004 に規定する使用条件と一般規則に関する要求事項の規定は

ない。この規格の目的は，IEC 60077-1 及び JIS E 5004 に規定する要求と試験とに関する一般規則を，車

両用電力形抵抗器にも統一した適用をして，二つの異なる規格で試験するような要求を避けるためである。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

IEC 60322:2001，Railway applications－Electric equipment for rolling stock－Rules for power resistors 

of open construction (MOD) 
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